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運動会 

校長 野口 直樹 

青南小学校の校庭も、裏庭も新緑が鮮やかです。また、学校の周りは、今年も様々な花が

咲いています。青南ガーデニングクラブの皆様ありがとうございます。 

令和 5年度が始まり１ヶ月が過ぎました。一つずつ進級した子どもたちは、新しいクラス

での生活にも慣れてきています。新しい環境で、新たな目標をもち頑張っている子どもたち

がたくさんいます。最高学年となった６年生の頑張りには目を見張るものがあります。１年

生のお世話、委員会クラブでのリーダーシップ、自分たちの役割を考えた行動が見られ頼も

しく感じています。 

先日の全校朝会で、「素直な心」についてお話をした時のことです。「友達に注意をする時

にどんな風に伝えるのがいいでしょう。」と問いかけたところ、「優しく」と一年生の児童が

つぶやいてくれました。私は、大変嬉しくなりました。前の週に、今年の重点目標である「思

いやりのある子」について、話したときに言葉かけについて「優しい言葉かけを心掛けてほ

しい」との話をしていたので、そのことが心に留まっていたと感じたからです。優しい言葉

かけは、大人でも難しいものです。ですが、柔軟で賢い青南小学校の子どもたちならできる

と思っています。 

さて、来月末（5月 27日）には、運動会が開催されます。連休明けから、新型コロナウイ

ルスへの対応が感染症対策 5類となり、以前行っていたような運動会を実施することができ

ます。昨年度は、1・2年生、3・4年生、5・6年生の 3部構成で行いましたが、今年度は、

全校一斉で行います。紅白リレーや応援合戦などコロナ前に行っていた競技・演技も再開し

ます。また、昨年度は、6年生だけで行っていた係活動も 5・6年生が担います。 

3 部構成の時は、子どもたちが、他の学年の演技や競技をライブで見ることができません

でした。年下の子たちの演技を見て、自分の過去に思いを馳せたり、年上の子たちの演技・

競技を見てその力強さや、動きの美しさに憧れを抱いたりすることが、全校で一斉に行うこ

との良さだと考えます。 

マスクを着けることを課せられることがなくなりましたが、新型コロナウイルス感染症に

よって何となく今でも残る閉塞感を打ち破る素敵なはつらつとした運動会になるよう、全職

員一丸となって子どもたちと作り上げていきますので応援をよろしくお願います。 

※本校は令和 2 年と比べると児童数が 100 名ほど増加しています。運動会の参観にいらっ

しゃる保護者の皆様の数も令和元年当時よりも増加します。校庭の広さや観覧スペースは

変わりませんので、昨年度と比べると参観しづらさを感じられると考えます。ご理解いた

だき、譲り合ってご参観くださいますようお願いいたします。 

 

 

 
令和５年４月２８日 

港区立青南小学校 

校長 野口 直樹 
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☆全校への連絡☆ 

★運動会の練習 

 ５月に入ると運動会練習が始まります。気温も高くなる頃合いですので、体育着袋の中に

着替えや汗拭きタオルを入れておいてください。また、飲み物を多めに持たせ、走りやすい

靴での通学をお願いします。 

また、運動会当日（５月２７日〈土〉予定）の昼食はお弁当になりますので、ご準備をお願

いします。 

※運動会についての詳細は、後日配信の「運動会についてのお知らせ」をご覧ください。 

 

【1 年生】 

 ４月１２日から給食が始まりました。給食当番は、張り切って白衣を着て、自分の役割を果たそうと

真剣に配膳しています。配り終わり自分の役割を終え、「できたよ」と笑顔で報告する子どもたちの

気持ちを大切にしていきたいと思います。 

学習では、ひらがな練習が始まりました。はじめは「簡単だよ」と言っていた子どもたちでしたが、

バランスのとれた美しい字を書くためにいろいろなポイントがあることを学び、「むずかしいな」と言

いながら一文字一文字丁寧に書いています。 

休み時間は、校庭等での外遊びも始まり、校庭遊具を使って元気いっぱいに遊ぶ姿が見られま

す。お互いが気持ちよく楽しく遊ぶためにはどうしたらよいかを考え、上手に関わることができるよ

うに指導していきます。これからたくさんのことを経験して、自分の頭で考え、伝え合い、どんなこと

にも前向きに挑戦する１年生になれるよう、担任一同、精一杯サポートしていきたいと思います。 

【自分の考えをもち、進んで表現する児童の育成 ～「書くこと」の指導を通して】 

研究主任 

国語の研究も３年目に入りました。今年度の研究主題は、「自分の考えをもち、進んで表現

する児童の育成 ～「書くこと」の指導を通して～」です。１年生から６年生まで、計６回の研究授業

を行います。 

それぞれの分科会で決めた「目指す児童像」に近付けるように、また、児童が自分の考えをも

ち、進んで表現、特に書くことができるように研究していきます。単元構成や授業内容を工夫しな

がら、「書いてみたい！」「書いてよかった！」と思う児童が増えるように、全教員で研究を進めてい

きます。 


